
釧路市地域公共交通網形成計画素案に対する意見募集の結果について 

 

 釧路市地域公共交通網形成計画素案に対して、市民の皆様からご意見を募集しました結

果について、ご意見の概要と市の考え方は下記のとおりです。ご意見をお寄せいただきあり

がとうございました。 

 寄せられたご意見等について検討した結果、釧路市地域公共交通網形成計画素案の修正

は行わず原案どおりとして策定することとしました。 

 

 

◆意見募集の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件名 釧路市地域公共交通網形成計画の策定 

募集期間 平成２９年４月２０日（木）～平成２９年５月１９日（金） 

意見の件数 

（意見提出者数） 

２６件（１人、１団体） 

意見の取り扱い 反映 案に反映するもの ０件 

既記載 既に案に盛り込んでいるもの ０件 

参考 今後の参考とするもの １７件 

その他 意見として伺ったもの ９件 

意見の受け取り 電子メール ０人 

郵送 ０人 

ファクシミリ ０人 

直接持参 １人、１団体 



市民等の意見の概要 取扱い 意見に対する釧路市の考え方 

 釧路市の交通体系は、周辺町村

からの便が密接に関わっているた

め、市内のみの再編案では利用者

の不便につながる懸念がある。 

参考  ご指摘のとおり、市域をまたい

で周辺町村と接続した路線も多い

ため、釧路市地域公共交通活性化

協議会においても、周辺町村の担

当者にオブザーバー出席をいただ

いており、お互いに情報共有しな

がら進めてまいります。 

 高齢者や障がい者の負担を考え

ると、現在の各路線の起終点を基

準と比較して、1 回の乗り継ぎで

目的地へ行ける交通体系を望む。 

参考  地域公共交通網形成計画につい

ては将来交通像を示したかたちで

あり、幹線、乗換拠点、域内交通

が連携した具体的な路線の再編案

については、引き続き多角的な観

点から検討してまいります。 

 現在の再編案では、短距離で複

数の区間に集約するのは、現在よ

りもコストがかかり、現実的では

ない。現段階でコンパクトシティ

の中心にバスターミナルを設ける

必要はなく、ある程度集約化でき

てから移行するのが望ましい。 

参考  将来に持続可能な「コンパクト

シティ・くしろ」を目指す立地適

正化計画と連携しながら、便利で

効率的な公共交通網の再編に努め

てまいります。 

 現在の商業施設をメインにコン

パクトシティの中心にしている場

所が、老朽化していて将来も残る

保証がないので、移転または廃業

した場合の構想も示してほしい。 

その他  立地適正化計画で設定する都市

機能誘導区域は、医療・福祉・商

業等の都市機能を都市の中心拠点

や生活拠点に誘導し集約すること

により、これらサービスの効率的

な提供が図られるよう定める区域

であり、周辺市街地の形成の過程

や都市基盤施設の整備状況などと

いった将来における拠点機能の持

続性・恒久性に関わる地域の特性

を踏まえ、既に一定の都市機能が

集積している利便性の高い地区に

設定しております。 



 市としては、公共交通の活性化

とともに、将来に持続可能な「コ

ンパクトシティ・くしろ」を目指

して取り組みを進めてまいりま

す。 

 釧路市と釧路町で行き来してい

る今の住民の動向から、各自治体

内のみの交通体系の再編は単に不

便なだけでなく、街の経済にも多

大な損失も考えられる。 

釧路市と釧路町の双方の利益を確

保するためにも、釧路市と釧路町

の協議をして双方の納得のいく再

編案を立案してほしい。 

参考  ご指摘のとおり、近接町村とは

密に協議を重ねながら再編案の作

成に努めてまいります。 

 具体的な案を示してから、パブ

リックコメントを募集すべきで時

期尚早。 

その他  地域公共交通網形成計画は、ま

ちづくりと連携した釧路市の公共

交通網のあるべき姿を示すマスタ

ープランであり、公共交通網の再

編以外の施策、取組みも位置付け

ていることから、この段階におい

ても皆様にお示しし、ご意見を伺

わせていただいておりますので、

ご承知いただきますようお願いい

たします。 

 津波があれば被災するような地

域（釧路駅から以西）に集約する

のは納得できない。 

その他  立地適正化計画におけるまちづ

くりの考え方との連携や、バス乗

降調査等の利用実態を踏まえた便

利で効率的なバス路線網の再編を

検討してまいります。 

 人口がある中部北地区に乗換拠

点がなく不便だ。 

参考  本計画は、まちづくりとの連携

において釧路市立地適正化計画と

連動しており、当該計画で位置付

けている「地域交流拠点」間を結

ぶ幹線軸を基本として乗換拠点の

イメージを設定しており、具体的



には路線網の再編の中で検討して

まいります。 

 ＪＲを活用した案を示さなけれ

ば JR 廃線も容易に出てくるので

活用を。 

(新大楽毛駅・新富士駅・東釧路

駅・武佐駅) 

参考  今後の取組み内容における本編

第５章基本方針１（取組み④）に

おいて、「鉄道との接続を考慮し

たバス運行の充実」（P104）を掲

げるなど、バスと鉄道が相互に利

用促進される取組みを進めてまい

ります。 

 このままでは、地域分断の可能

性も十分にありえるので、釧路管

内の各自治体で話し合い具体的な

案を示してほしい。 

参考  近接町村とは密に協議を重ねな

がら再編案の作成に努めてまいり

ます。 

 何をどうするのか想像ができな

い。 

その他  本編第１章 1－1「計画策定の目

的」（P1）に記載のとおり、本計

画は、本市における路線バスの利

用者数が平成 17 年度から平成 27

年度にかけて約２割減少し、この

ままの状況が続けば、減便や路線

の廃止など、市民生活に必要な公

共交通を確保することが難しくな

ることが懸念されることから、市

民アンケートの実施など、地域の

公共交通の現状を把握するととも

に、釧路市地域公共交通活性化協

議会における協議を踏まえて策定

するものです。 

 具体的には、持続可能な公共交

通網の構築に向け、効率的なバス

路線網へ再編するほか、利用者の

利便性向上や公共交通利用のきっ

かけづくりなどの取組みを行うも

のです。 



 都心部・新橋大通・鳥取大通が

近いので広域拠点とするならば、

統合してほしい。 

その他  立地適正化計画において、都心

部は広域中核拠点として、東北海

道の中核拠点としてふさわしい広

域的都市機能の充実のために設定

し、鳥取大通、新橋大通、桜ケ岡

地区は地域交流拠点として、日常

生活を支える機能のほか、経済活

動や交通、医療などを支える機能

を向上して いくことを目指すた

めに設定しており、生活拠点を含

め、公共交通による行き来によっ

て各拠点が相互に機能を補完する

便利な都市を目指してまいりま

す。 

 バス運転手の負担軽減にどれだ

けの効果があるのか分からない。 

その他  本計画に位置付けている取組み

はバス運転手の方にもご理解いた

だきながら進めてまいります。 

 コンパクトシティで再開発等が

行われてからバスを再編すべきで

バスが先に再編するのはおかし

い。 

その他  コンパクト・プラス・ネットワ

ークの考え方のもと、立地適正化

計画と地域公共交通網形成計画を

あわせて進行していくことによっ

て好循環が実現するものと考えて

おり、将来に持続可能な「コンパ

クトシティ・くしろ」を目指す立

地適正化計画と連携しながら、便

利で効率的な公共交通網の再編に

努めてまいります。 

 実際にどうなるのか社会実験し

て効果を検証してほしい。 

参考  本編第４章４－３「釧路市にお

ける公共交通網の考え方」（P98）

に基づき、具体的なバス路線網を

設定する段階においては、様々な

手法を用いてシミュレーションを

行い、利用者の需要や定時性確

保、収支採算性に配慮しながら、

バス事業者と十分な協議を行い、



誰にとってもわかりやすい路線に

なるよう検討してまいります。 

 利用客の少ない路線はマイクロ

バスで運行すべき。 

参考  需要に応じた柔軟な移動手段を

確保するため、路線バスを運行

し、バス車両を保有するバス事業

者とも協議の上、効率的で持続可

能な公共交通の確保のため検討し

てまいります。 

 鉄道系ＩＣカードの導入を市が

助成などで支援し、集まったデー

タで実態に合った運営を。 

参考  ＩＣカードシステムは、運賃支

払い時の利便性が向上し、利用実

態の詳細を把握できるものとし

て、事業者の導入コストの大きさ

を考慮に入れながら検討する必要

があるものと考えております。 

 自動車利用者の意見よりもバス

利用者の意見をもっと重視してほ

しい。 

その他  現在バスを利用しない方がバス

を利用してみようと思っていただ

くためにはどのような視点が必要

かなど、現在利用されている方の

ご意見はもちろんのこと、アンケ

ート調査や住民説明会等において

は、広く皆様にご意見を頂戴した

いと考えております。 

 高齢者の運転免許返納などで新

規にバスを利用する人でもわかり

やすい路線網整備を。 

参考  具体的なバス路線網につきまし

ては、利用者の需要や定時性確

保、収支採算性に配慮しながら、

バス事業者と十分な協議を行い、

誰にとってもわかりやすい路線に

なるよう検討してまいります。 



 今の路線で格差があるのは分か

るが、この案で解決するか分から

ない。 

参考  具体的なバス路線網につきまし

ては、利用者の需要や定時性確

保、収支採算性に配慮しながら、

バス事業者と十分な協議を行い、

誰にとってもわかりやすい路線に

なるよう検討してまいります。 

 路線の見直しとともに、バス運

転手のサービスの充実をお願いし

たい。 

参考  本計画の取組みと連動した重要

な観点ですので、バス利用環境の

向上に資する取組みをバス事業者

とも協議のうえ進めてまいりま

す。 

 現状の路線では、他の地域への

路線が分からないので、乗換拠点

式（ターミナル式？）には賛成で

す。 

参考  具体的なバス路線網につきまし

ては、利用者の需要や定時性確

保、収支採算性に配慮しながら、

バス事業者と十分な協議を行い、

誰にとってもわかりやすい路線に

なるよう検討してまいります。 

 平日の１日乗車券を希望する。 参考  今後の取組み内容における本編

第５章基本方針２（取組み②）に

おいて、「円滑な運賃支払い方法

の推進」（P105）として路線バス

１日フリー乗車券の拡充について

例示していることも踏まえ、ご意

見としてバス事業者に伝えさせて

いただきます。 

 乗換地域ごとの路線図(バス停

名だけでなく、目的となる建物・

スーパー等)を希望する。 

 

  

参考  今後の取組み内容における本編

第５章基本方針２（取組み③）に

おいて、「わかりやすいホームペ

ージやバスマップへの更新」

（P106）を掲げており、目的地と

バス路線の関連が視覚的にわかる

バスマップの作成などに向け、ご

意見としてバス事業者にも伝えさ

せていただきます。 



 末広・栄町からの深夜便を希望

する。(料金倍でもいい) 

参考  バス路線の再編と関連する部分

として視野に入れながら、ご意見

としてバス事業者にも伝えさせて

いただきます。 

 バス事業者として、今何に困っ

ているのか話を聞きたい。 

その他  ご意見としてバス事業者に伝え

させていただきます。 

 

 

 

 

 


